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　．インフルエンザ（以下「イ」と略す）の病原につ
V・てば，その多くの流行とともに幾多貴重なる研
究がなされてきたが，Pfeifferが1892年の流行
において一つの桿菌を発見して以來，読癖がその
病原体と1；iされていた。　しかしその後1918年の
「イ」のPahdelnieの時の研究で同菌を病原体と
するに充分なる根拠が得られなかったために，二
次的感染薬ど考える学者が多くなり，眞の病原休
として他の細菌例えば肺炎双球菌．似下肺炎菌と
略す），Str．　viridans，　B．　pneumosintes或V、ぽビ
ールス（以下「ビ］と略す）説が大きくとり上げら
れるに至った。
　また一一方1892年IwanowskyによりTobacco
mosaicの「ビ］が発見され，次いで1898年LoefHer
及びFroschの口蹄炎：に関する研究が発表される
に及．び，「ビ」学が一般に攻究され始め，「イ」に
ついても1914年頃より「ビ」病原論が現われてき
てV・た心　しかして前記パイフェル氏桿菌　似下
「パ」菌と略す）病原説が否定的となって以來，r
部の学者聞にます糞す「イ・ビ」に対する研究が
行われたのであるが，殊に1918年のPandemie
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
とほぼ同時期に米国Iowa州に発生した豚「イ」
につV・てぽ，Shopeがr－1・1・d・となって研究が続けら
れ，途に1931年豚「イ」の病原が「ビ」なること
が証明され1）’3）とれが人中における「イ」病原休
発．見の端緒となりtLondonにお・ける1933年の
流行に際しSmith，　Andrewes＆Laidlawの3人
によつてWS株が分離され4），7エレット，マウ
ス使用の動物実験が成功するに及んで，上述WS
株を始めとするA型「ビ」の厭か，A－prime塑旦
「ビ」，B型「 」，さらに最近でぽC型「ビ」と，
続々と各国において「イ・ビ」が分離されるに至
った。
　「イ」肺炎の病理組織学li勺所見につV・ても古く
より種々論議されたところであるが，前趣；の如く
動物実験が可能となったため，との方面も大いに
追究され，殊に最近でぽ「イ」肺炎の病理組織学
上の特徴として，氣管支上皮の壊死，胞隔性肺炎
及び氣管支周囲紅織への単核細胞の浸潤による間
質性肺炎等が見い出され，漸次「イ」肺炎像が明
かに：されつつある。
　また1941年Hirst5）により発見されたいわゆ
ee {論丈の要旨は第55回日本小児科学会において，　南
　浦教授の実瞼的肺炎についての宿題御報告中の一節と
　して発表した。
1）　Shope，　R．　E．：　J．　Exp．　Med．　54，　353　（1931）．
2）　Shope，　R．　E．：　J．　Exp．　Med．　54，　361　（1931）．
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3）　Shope，　R．　E．：　J．　Exp．　Med．　54，　373　（1931）．
4）　Smith，　W，，　Andrewes，　C，　H．　＆　Laidlaw，　P．　P．　：
　Lancet　2，　66　（1933）．
5）　Hirst，　G．　K：　Science　94，　22　（1941）．
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るハeスト（以下「ハ」と略す）凝集反腱｛ぽ，「イ・
ビ」の疫学的並びに病原学的性歌を知るための一
方法として大V・に利用され，難卵培養法，電子認
定鏡及び前述の動物実験の成績と弘南って，「わ
ビ」の性愛が明かになって．きた。
　私は1後述の如き「イ・ビ」のマウス国府実駒に
おV・て罹患マウス肺の肉眼的並びに病理組織学的
所見Ol推移と，各種臓器乳剤上清液の「ハ」凝集
指数6bの消長とについて，数種の接種法により槍
糊し，後述の如き成績を得たので報告する。
実験材料並びに実験方法
　実瞼に使用せる　「イ・ビ」は，当帰衛生学教室が國立予
防衛生研究所より分興を受け．難卵培養法により保存せし
A型．「ビ」PR　8株，　B型「ビ」Lee株で，また細菌とし
ては道立日生試置所より分興された肺炎菌1型，並びに纈
染病研究所より譲輿された　「パ」菌，溶血性連鎖状球菌
（以下溶連菌と略す）を使用した。なお肺炎菌並びに溶連菌
の培養には血液寒天培養基を，増苑には5％葡萄糖加ブイ
ヨンを，さらに「パ」菌の培養並びに堀川にはチョUレー
ト寒天培養及びFildes？）の培養惣を使用した。
　実験動物としては10gより13gまでのマウスを川いた。
　「ハ」凝集試瞼は生理的食塩淑こて一定度（一般に肺はそ
の重量ク）10倍，心並びに脾は8倍，肝及び腎は4倍）に稀
釈した臓器乳剤を2，000川目30分遠心沈澱し，その上清液
0．5ccに同量の025％難赤血球1孚遊液を加え，3時問氷室’
内静置後結果を剣定し，凝集を起す最高稀釈倍数の常用対
数を算定し，それぞれの凝集指数と．した。
　難卵培養は俘化難卵漿尿膜腔内接種法8）一10）を深刑し，
雑菌試瞼としてはブイヨン培養及び血液並びにチョコレー
ト寒天培養基を使用し随1痔施行した。
　感染方法は各接種別について逃べると，継代経鼻接種試
瞼においては初代のみ分與を受けた艀化難中培養漿尿膜腔
液を，　次代からは罹患マウス肺のブイヨン加10倍稀釈乳
剤上清液を（1cc中ペニシリン2，000輩位含有）エーテル
鯛醐杯に各マウスに0．05cc宛経鼻滴下吸入せしめた。経
鼻接種後逐1］剖槍試瞼においては，0．05cc宛エーテル麻酵
下にマウスに経鼻接種せる場合その過牛数のマウスを死亡
せしめるマウス心肺10倍稀釈乳剤（PR　8株）をさらにブイ
ヨンにて3倍：稀釈し（1cc巾べ・ニシリン2，000輩位：含有），
その0．03ccをエーテル麻榊下に経鼻接種した。
　腹腔接種後逐日剖槍試瞼においては，即興を受けたPR　8
株「ビ」含有の難卵培養漿尿膜腔液を7代マウスを通過せ
しめ，さらに再び難卵培養を行って得た漿尿膜腔液をブ’d
ヨンにて5倍稀釈し，その0。4ccを腹腔内に注入接種した。
混合感染二言においては，二二腹腔接種後逐日剖槍試瞼に
使用した漿尿腹腔液を用い，経鼻接種にはその2倍＝稀釈液
0，03ccをエーテル麻解下に経輿接種し，また腹陛内接種に
はその5倍稀釈液をO．4cc宛接種した。ま．た二次的感染菌
としては前述3種の細菌を前記培養基にて増比し，生理的
食塩水1cc中に1エーゼ宛混入し，各俘遊液を「イ・ビ」
接種後同時，1口後，2目後，3日後にモーテル肺酵一ドに
0。05　e．c宛経鼻接種した。なお「イ・ビ」と系l11歯とを同ll斜こ
経鼻接種せる場合には，前述の2倍稀釈「イ。ビ」含有漿
生山1CC中に1エーゼの割に細南を混入し使用した。
　観嬢方法としては死亡例については直ちに，生俘例につ
いては接種一定日数後にエ・・一テル麻三下に屠殺し，肉眼的
．肺所見の推移と者種臓器の「ハ」凝集脂数とを測定し，さ
らは肺の荊理組織学両刃覗を氾求した。感染マウス肺はフ
ォルマリン圃定とし，ヘマトキシリン・：・オヂン染色を行
った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　’
実験成績
　A．　’継代経鼻接種試写：　前記の如く経鼻接種し，マウ
ス継代における肉眼的並びに病理組織学的肺所見の推移と
各臓器乳剤の．「ハ」凝集指数グ）浩長とを池求した。なお各
マウスは死亡せる場合は直ちに，生存例については接種5
i当日にエーテル聯竹下に居殺し各種楡査を行った。
　　1．肉眼的肺所見の推移　マ1シス肺への親和性即ち
病原性が充分張度でない「イ・ビ」の経鼻接種については，
第1図
6）輻見・lll木：「i新医学34，193（1947）．
7）　Fildes，　P．：　Brit．　J．　Exp，　Path．　1，　129　（1920）．
8）小島・幅見：風邪とインフルエ’ンザ（1947）．
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10）操：臨豚の進歩4，1（1950）．
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第1図に示す女llく初代ではPR　8株Lee株ともに，約口数
に肺門部を中心に軽1斐の変化を見る程度であるが，漸次代
を重ねるにつ．れて病変著明となり，3～4代目には約牛数の
マウスが5　11以内に死亡し，死亡せざる例においても病肺
は肉眼的に相当強度廣範囲に亘るいわゆるred　consolida－
tionを認め，5代目に到りてはその過牛数が死亡した。な
．お肺病変は一般に肺門部を中心に扇状に拡がるものが多く
充血並びに腫脹著明にして赤禍色の禰漫性著変を呈す。
　　2．各種臓器乳剤「ハ」凝集指数の漕長　　第2図に
示す如く肺乳剤「ハ」凝集垢数はPRS株Lee株ともに相
似た曲線を示す。即ち2代目より急激に上昇し以後多少の
増減を示しつつ推移す。
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第2図　イ・ビ継代経鼻接種群における各種臓器
　　　　乳剤のバースト凝集｝旨数の溝長
　また他種臓器即ち肝，心，腎，脾の各乳剤の「ハ」凝集
指数を槍するに，肝において最も早く現われ腎における発
現が一番遅かった。また概ね肺病変並びに肺「ハ」凝集指
．数に準行した曲線をPR　8株Lee株ともに画き，その儂は
0．6からし2の間を上下した。
　　3．病理組織学的肺所見の推移　　第1表に示す如く
第1表継代経鼻病理組織学的肺所見
PR　8株1」ee株ともに団平炎が最も特…異的であり，これに
出血を俘なう場合が多く，かよ“jな変化は肉眼的病変が著
明でなくまた「ハ」凝集増数の高度ならざる例においても
認められた。氣管支炎も多少見られる場合が多く末柵氣管
枝上皮の増強の存した例もある。間質炎は個体差が強いよ
うで時に輩核球の結節様浸潤を認めた例もあった。胞内炎
は高度ではないが出現する例があり，雑菌試瞼で歯の証明
されない例にも認められたが，強度の胞内炎は混合感染例
においてのみ認められた。
　B．PR　8株軍独感染後逐日割楡成績：　1．経鼻接種
後逐日剖検成績前記の如く経鼻接種し，経由的にエーテル
麻酵下に屠殺し観察した。
　第3，4図並びに第2表に示す如く，肉眼的並びに病理組
織学的所見は4日目を最強とするも，肺の「ノ・」凝集撮数
は3日目を最高とする曲線を画き，両者間にほぼ耶行した
関係を認めた。各種臓器の「ハ」凝集指数は各臓器ともに
111目に既に出現しほぼ亭行して上昇するも脾のみは2日
目より上昇し，4日後より急激に低下の傾向を示した。な
お職器別の差はあまり認められなかった。
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第2表PR　8二軍独経鼻接種後逐日剖検群
　　　病…凹1組織学的肺所見の推移
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　2．腹腔接種後逐日割楡成績　　腹腔接種し逐日エーテ
ル麻齢下に居殺し諸査検を行った。
　肺は1口後より7日後まで遽に肉眼的には著変を認めな
いが，ただ軽度の腫藤と出血とを認めた例があった。また
肺乳剤の「ハ」凝集反慮も10倍稀釈液で終始陰性を示した。
しかし，1日後3日後及び5日後の肺乳剤を用いて難卵培養
を行ったところ，その探取漿尿膜腔液は，3，0以上の「ハ」
凝集｝旨数を示し，また同乳剤を以てマウスに継代経鼻感染
せしめたところ，2代目に）・わゆるred　consolidationを
　　　　　　　　ゐ　明かに認めるに至った。また第5図に示す如く他臓器乳剤
の「ハ」凝集指数は，肝，腎，01轡ζおいては21Mtcまで増
加し以後漸減したが，この減少の傾向は荊述せる経鼻接種
群のそれに比較して綾慢であった。ただ心においてはその
4倍または8倍稀釈乳剤を原液として「ハ」凝集反臨を厳
したところ，すべて陰性であったが，心乳剤をさらに難卵
培養並びにマウス総代接種せしめた結果，肺乳剤における
と同様に凝集指数の一ヒ昇といわゆるred　consolidationと
を認め，「ビ」の心への移行を確認し得た。
第5図
　また肺の病理五刑学的1所見は，第3表に示す如く，経鼻
接種群と異なり，腹腔接種後1口にして出血を件なう強度
の胞隔炎が起り，また軽度の輩核組胞の浸潤による問質炎
を示す例も存した。
第3表　PR　8株腹陛接種逐ll剖槍1洋の
　　　　病理組織学的〕」邨斤見
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　C．混合感染試瞼：　各使用細菌別に罹患マウスの細菌
凄種酢の生倒］数を見るに第4表に示す如く．，「イ・ビ」経
鼻接種後各種細菌経鼻接種群では，「パ」薗使用の場合に
は4H以内に大牛死亡し病状最も激甚であり，溶連菌使用
第4表　菌株別渇合感肇潮嵐マウス死亡日数
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群では4日目頃より死亡数激目し71二i後までにこれも全例
死亡した。肺炎菌使用群では死亡例は一般に細歯接種後早
期に多いが，7H以上経過しても死亡せぎる例が存在した。
さらに「イ・ビ」腹腔接種後細菌経鼻接種群では3者周に
著しい差はなく，「イ・ビ」経鼻接種による試瞼群に比し遙
に病状は軽く死亡例も少なかった。しかし「イ・ビ」或い
は各薗輩独経鼻接種の対照群よりは病状の悪化が認められ
た。
　「イ．ビ」並びに各種細菌複合経鼻撲種群彫こおける肺乳
剤上清液の「ハ」凝集櫓数を，「イ・ビ」凹凹経鼻接種の対
照群のそれと比較するに，第6図の如く，4者間に多少の
差はあるも全般的の経過としては相似た推移を示した。即
　鮎
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第6図経鼻混合感染肺乳剤ノ・一スト凝集｝旨数
ち本「ビ”即・かる細菌により殆ど影響を受けずに推移す
るものと考えられる成績を得た。
　病理組織学的肺所見については第5褒に示してあるが，
「イ・ビ」経鼻接種さらに細菌経鼻接種群において病変最も
著しく，肉眼的には虚範囲に亘る強度のred　consolidation，
病理組織学的には一般に氣轡支上皮の剥離，多核白血球の
氣管支内浸出，出血を伸なう著明な胞隔炎並びに間質炎等
を示す高度のカタル性肺炎像を認め，殊に「パ」蔚使用群
では出血最高度であり，溶連菌使用群では小膿瘍の形成が
著明であった。また「イ・ビ」細菌同時経鼻換口開では早
期に死亡するため胞隔炎の強度ならざる例も布した。しか
し胞内炎はかなり弧度に認められた。なお「イ・ビ」腹牒
闇雲経鼻接種の2群においては，両者間に著明な差はなく，．
ともに胞隔炎が強度に認められた。
　　　　　　　　　考　’　察
　一一一科目一休より㊧「イ・ビ」分離にぽ患者材料
を錦卵培養，またぽマウスへのblind　passageが
多く行われてV・るが，私もこれに倣い既知「イ・
ビ」含有漿尿膜腔浪を用いマウスへ継代接種試験
を行ったところ，初代でぽ肺病変も弱く「ハ」凝
集指数も低いが，代を経るk軽いそれ等の所見ぱ
急激に埆濾した。本試験においてぽ3代i．1頃より
第5表　混合感染試瞼群病理組織學的所見
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ほぼ固定され，肺乳剤「ハ」凝集指数も2．5から
3．1の間を：上下し病変も高度となり，著明なred
consolidationが認められ，大羽のマウスが数日中
に死亡した。．ﾈお初代にて肺の「ハ」凝集指数1
以下，肉限ll勺にも胤変のない綿肺も，その乳剤上
清液を難卵培養すると「ハ」凝集反慮弛陽性の漿
尿膜腔液を得ることが出世，かような肘1にも「イ・
ビ」の存す．ることを確認し得た。かかる現象ぽ人
体よりの「イ・ビ」分離に際しマウスへのblind
passageを行う時，初めの数代にぽ病変明かでな
く「ハ」凝集反目1も陰性を示すも，継代心密が進
みマウス肺に親禾II性即ち病原性が弧くなるにつれ
て，接種マウスぽ死亡またぱ肺に張度のred
consolidationを起してき，肺乳剤の「ハ」凝集
二二も陽性に現われてくるのとその軌を　一一　vaする
ものと1考えられる。また同試験群について各種臓
器孚L剤の「ハ」凝集指数を槍したところ，肝に：お
いて最初に上昇し腎における上昇が最も遅れたが，
一般に肺の同指数と平行1～2代ぱ低いが3代以
後上昇を示した。即ちマウスに親和性弧度ならざ
る「イ・ビ」を経鼻接種せる際には1，肺の肉眼的
並びに：病理組織学的所見ぱ少なく，また肺を始め
各種臓器乳剤の「ハ」凝集指数も低いが，代を重
ねて一度びその性質を獲得するに到ると急激に肺
に丁度の肉眼的並びに病理組織学的変化を示し，
またそれに平行して肺及び他臓器乳剤の「ハ」凝
集指数も上昇してくるa？を認めた。
　PR　8株経鼻接種後逐日剖槍試瞼では，肉眼的並びに病理
組織学的所見は4日目に最強度の変化を示し，肺及び他種
馬器乳剤「ハ」凝集指数は1日目よりほぼZP虚して上昇し
3目目が最高で7口後ではぼぼ浩失するに至った。各臓器
別の差は肺のみ藩明に高度であるが，他の臓器聞には目差
は認められなかった。即ち同檬試瞼を行い病理組織学的所
見を追求した青木氏1りは3日目を以て最強の病変を示すと
なし，また同様に肺乳剤の「ハ」凝集脂数を調べた匹見降
等2）．は2ないし3H目に最高の成績を得ており，　さらに
宮下氏10）の肝，腎，脾，心についての「ノ・」凝集指数の経
日的浩長観嬢においては，0．6から1．2の問にあり多少の増
減を以て推移するとされているが，私の威績もこれ等先入
の成績と大体相似た結果を得てお．り，また肺病変と肺及び
各種臓器乳剤「ハ」凝集指数との聞にはやや平行した関係
が認められた。
　PR　8株腹腔接種後仏H剖検試験では肺において終始肉
眼的に著変を認めなかったが，病理絹綿i学的には接種1），1
後よリ定型的な胞隔性肺炎像が認めらオした。また各種臓器
乳剤の「ノ・」凝集指数は，肝，腎，脾においては1日目よ
り上昇し3日目より低下の徴を示したが，心，肺の胸部臓
器については終電「ハ」凝集八戸陰性であった。しかし口
試強の，接種後1亜目，3U目，・”u目のマウス肺乳斉11を
用いて’KkPPt培養を行つ．たところ，それぞれの探取漿尿膜陛
液は3者ともに3．0以上の「ノ・」凝集指数を示し，さらに
またマウスを用いての継代点鼻接種では，2代目より著明
なred　consolidationを認めた。即’ちかように肉眼rl勺に著
変なく「ノ・」凝集反慮陰性の心及び肺にも「イ・ピ」の移
行せることを確認し得た。このことは「イ・ビ」を血嘗内
または腹腔内に接種した揚合，肺に肉眼的に変化なくとも
「イ・ビ」が移行するとい』う從蕪の考え11）一14）に対し，一
つの根拠となるものと思われる。ただ本試瞼において何故
に「イ・ビ」が移行しながら肺に肉眼的に著変が認められ
ず，また「ハ」凝集反目も陰性を示すかについては，その
珊由を「イ・ビ」の質的原因に帰せしめるか或いは量的原
因に帰せしめるかは今後の課題であるが，殊に近年では．
「ビ」トキシン15）・16）の問題が注口されているので，その方
面からの研究も必要であろう。’
　「イ・ビ」並びに各種系lll菌使用による混合感染試瞼におい
ては，その病理組織学的所見は後述の如く諸先入の業績と
やや一致せる戌績を得，且つ試瞼日別にその病勢を見るに
「イ・ビ」経鼻細菌経鼻接種群において最も激烈であった。
しかして「イ・ビ」経鼻紬菌経鼻接種群における肺乳剤
「ハ」凝集指数を使用細菌別に逐日的溝艮：を槍したところ，
対照の「イ・ビ」革独経鼻接種群のそれに比し多少の増減
は認められるも全般的推移としては相似た成績を示した。
即ち「イ・ビ」は他種細菌との混在により殆ど影響をうけ
ずに推移するものと思われ，さらにまた，各種系lll菌は「イ・
ビ」の存在により著しい病原性を獲得するものと考えられ
る。こオしは，人体における「イ」感染に際し，肺炎発生の
有無が大きな予後決定の因子であり，その際「イ」感染を
基礎として既に上氣道に存在する綿菌または外部より侵入
した系lil菌が強度の病原性を発揮するという考え11）・17）に対
11）青木：　インフルエンザ肺炎（194g）．
12）輻見・山本：医学と生物学11，269（1949）．
13）　Smorodintseff，　A．　A．　＆　Ortrovaskaya，　S．　M．　：　J．
　　Path．　Bact．　44，　559　（1937）．
14）　Riekard，　E，　R．　＆　Francis，　T．　J．　：　」．　Exp．　Med．　67，
　　953　（193S）．
ユ5）守山：ヴィールスの本態と生命の起源上・下（1950）。
16）守山：綜合医学、6，1216（1949）．
17）橋本：　口本医事新報1223，319（1947）．
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する一りの実瞼的根拠を興えるものと考えられる。
　ヲ（に病理組織学的所見について考寮するに，PR　8株1」ee
株ともに胆独継代経鼻接種試瞼においてes，両者ほぼ同懐
0）所見を呈し，胞隔炎が最も特異的であり且つ出血を俘な
う場合が多く，この変化は代を重ねる毎に漸次増強し3な
いし4代以後高度の病変を呈するに至る。氣瞥支炎も多少
見られる例もあり胞内炎も時に高度な例がある。周質炎は
相当個体差が強いようで時に堆核球の当節様浸潤を認めた
例があった。これ等の成銃は，同様試瞼を行った青木氏11）
のいう如く，聖算炎が最も確実に引きつがれ，しかも代を
経るに從って即くなり，．他の変化についてはその出現に恒
常性がないとする成績に一致するものである。
　またPR　8株経鼻接種後速日剖検試瞼における肺の病理
組織学的変化は，上述継代経鼻接種時に認められた病変が
4fi目に最弧度に認められたが青木氏〔bの成績では3N目
に最強とされている。これは使川「ビ」のマウス肺への親
和性即ち病原性の程度並びに使用マウスの個体差も考えな
けねばならないと思う。
　腹腔接種後1鉦1剖検試瞼では胞内炎は認めらオしず，出血’
を俘なう強度の胞隔炎が特異的に認められ，しカ・もかよ『う
な変化は接種後1日目にして相当高度に現わaL　71」同頃よ
り回復の徴を示した。本靴箆も，吊木氏II）のいう如く上皮
性聖慮の署明な山号炎が特異的に現わオしるものと考えられ
る。
　混合感染試瞼については，鶴見氏等1R）は「イ・ビ」と肺
炎菌，溶連菌，「パ」菌とを，膏木氏1りは溶連菌，白色禰
購li状球菌及びマウス聴道菌群とを使用しマウスについて行
ってい・るが，その成績によると，「イ・ビ」と肺炎菌との混
合経鼻感染の揚合は「ビ」並びに肺炎苗の畢独感染よveま
病勢の増悪を來しマウスを早期に致死せしめ得たが病理組
織学的変化としては特に高度ではなく，溶連菌使用の催合
は7ないし8日目において病勢増悪し特に膿瘍の形成に至
って眺軸索は甚だ増大し，　「パ」菌との混合感染例では煙
晦日の内に病変高度となり早期に田平動物を眺死せしめた
とし1s），また青木氏11♪によると病1撃一次細菌二：次複1合経鼻
感染群においては概観的に上皮性反間の署明な胞隔炎と出
血化膿性変化等を伶なったカタル性肺炎との混合型が認め
られ，また病｝縣皿菌同噂鼻内複合感染珊脚こおいては試験動
物が早期に死亡するために胞隔炎はさほど高度ではないと
されているが，私の実瞼においても同時経鼻感染群に胸い
ては同標に試瞼動物は早期に死亡し胞隔炎は高度ではなか
った。．uイ・ビ」経鼻接種きらに恕菌経鼻接種群においては
病変も高度であり死亡例も多く，殊に「パ」附使用群では
4「」以内に過牛数例死亡し病勢最も重く，溶連菌使用群で
は4日かち7日までの問に大多数の例が死亡し，また肺炎
苗使用の場合には「イ・ビ」または細菌軍独使用の対照群
よりは遙に病勢は増悪するも，病理組織学的所見としては
特に高度とは認め難い例が多く見られた。
　一般にこの群は病理組織学的には，胞粘性Jlili炎に胞内性
肺炎の加わづたいわゆる混合性肺炎が認められ，また鶴几
強熱18）のいう如く，「パ」茜使用群では一般に出血が著明
であり溶連菌使用群では小膿瘍の形成が一ngしかった。
　「イ・ビ」腹腔接種さらに細菌経鼻接種群では，「イ・ビ」
または細菌量糊蛸吏用の場合よ’りは病勢の増悪は認められる
が，「イ・ビ」経鼻接種さらに細菌経鼻接種群の場合よりは
病状並びに病理紺織学的所見ともに軽度であった。
総括並びに結語
　私は「イ．ビ」PR　8株Lee株並びに「パ」菌，
肺炎菌1型及び溶連菌を用v・数種の接種法をマウ
スに試み，　「イ」肺炎を「ハ」凝集指数を中心に
してそれと罹患マウス肺の肉限的並びに病理組織
学的所見との関係を追求し，次の如き成績を得た。
　　1・継代経鼻接種におV・てマウス肺に未だ親和
性即ち病原性の低い「イ・ビ」を用v・た初代にお
●V、ては，二二の肉眼的並びに病理組織学的所見は
甚だ軽度にしてまた肺乳剤の「ハ」凝集指数も1．0
以下なるも，3代月頃に至りそのような性質が増
大すると急激に病変高度となり肺乳剤の「ハ」凝
集指数も急上昇を示すに至り両者闇にはやや平行
した関係が認められた。また他種臓器即ち心，肝，
腎及び脾の乳剤の「ハ」凝集指数も同様に肺乳剤
「ハ」凝集指数と平行する関係を示しつつ推移し
た。
　2・「イ・ビ」を経鼻的に接種し以後経日的に割
槍せる場合にも，罹患肺の肉ll艮的並びに病理組織
学的変化と肺乳剤の「ハ」凝集指数との瑞1にはや
や平行した関係が認められた。また心，肝，腎及
び脾の乳剤の「ハ」凝集指数につv・ても同様な亭
行関係が認められた。
　3・腹腔接種後門剖回せる野合の樫艮組織学
的所見は，． ﾚ種1日後より高度の定型的胞隔性肺
炎像を呈し7日目頃より軽快の徴が見られた。ま
た木試験におV・ては，病肺は肉眼的に絡女fl著変を
18）　鶴見：　　ロフfN：，臣舘丹4こ　2』　131　（1944）一
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示さす，また肺並びに心の乳剤もそれ宅れ10倍
及び4倍稀釈にて「ハ」凝集反他ミは陰性に絡始し
た。しかしかような肺並びに心の乳剤中において
も「イ・ビ」の存するととが難卵増i養及びマウス
へのb工ind　passageにより確認し得た。
　4・「イ・ビ」と各種細菌との混合感染において
は，「イ・ビ」経鼻細菌経鼻接種群と「イ・ビ」腹：
腔細菌経鼻接種群とについて比較すると，前者の
方が遙に病勢激甚であi）大多数例が7日以内に死
亡した。後者については前者よりは病欺軽度なる
も「イ・ビ」またぱ細菌章独使用の場合よりは悪化
を來たすことが認められた。また病理紐織学的所
見については諸先人の業績の如く，胞隔性肺炎に
胞内性肺炎の7Jltoつた幌合性肺炎像が認められた。
　5．「イ・ビ」と各種細菌との混合経鼻感染を行
った場合，細菌別に罹患肺の乳剤の「ハ」凝集指
数の消長を：賊したところ，「イ・ビ」輩独経鼻接種
の揚合に比べ多少の塘減は認められたるも全般的
には湘1似た推移を示した。即ち「イ・ビ」は各種
細菌により殆ど影響を受けることなく推移するも．
のと考えられる。
　稿を終えるにあたり本研究に使用した「イ・ビ」及び各
種細菌を分與された傳染病研究所，道立衛生試瞼所及び本
学衙生学教室並びに種々御援助下された水学病理学教室に
深：甚なる感謝の意を表わします。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和29．2，10受付）
第7図　インフル＝ンザ・ビールス（PR　8株）・＝
　　照独経接種4H後屠殺マウス肺所見
第8図　インフルエンザ・ビールス（PR　8株）：
　　腹腔内接種3日後屠殺マウス肺所見
第9図　インフルエンザ・ビールス（PR　8株）＝
　　肺炎双球菌1型混合経鼻感染2ti後
　　　　肺炎死亡マウス肺所月、
第10図　イン：7ルェンザ・ビールス（PR　8株）：
　　　肺炎双球蔚1型混合経鼻感染
　　　　5「1後屠殺マウス肺所見
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Summary
　　　　　Studies　on　the　correlation　between　the　Hirst’s　agglutination　index．（旺A．1．）and　the
　　macroscopic　and　histological　findings　of　influenza　pneumonia　of　mice，　which　were　inoculated
　　with　influenza　virus，　or　in　combination　with　other　pathogenic　organisms　of　hemophilus
　　influenzae，　pneumococcus　（lst　type）　and　streptococcus，　respectiviely　were　conducted　using
　　several　different　methods．
　　　　　The　results　were　as　follows：
’　1）　ln　the　experiments　of　serial　intranasal　inoculation　with　influenza　viru＄　alone，　a
　　gross　linear　correlation　was　observed　between　the　two　tests　above　mentioned．
　　　　　．9）　The　same　correlation　was　also　observed’when　after　a　single　intranasal　inoculation
　　with　infiuenza　virus　mice　were　sacrified　every　day　for　1　week．
　　　　　t））　After　a　single　intraperitoneal　inoculation　with　influenza　virus，　linear　correlation
　was　nQt　observed　during　the　aforesaid　1　week．　During　the　period　of　observation　H．　A．
　1．　was　below　1．0，　while　typical　diffuse　interalveolitis　appeared　in　spite　of　apparently　normal
　microscopia　findings　of　lungs．
　　　　　4）　ln　the　intranasal　mixed　inoculation　of　influenza　virus　with　either　one　of　hemophilus
　influenza，　pneumoeoccus　（lst　type）　and　or　streptococcus，　the　H．　A．　1．　of　the　infected　lungs
　for　each　agent　was　the　same　as　that　in　the　case　of　inoculation　with　・influenza　virus
　alone．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Feb．　10，　1954）
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